
（別紙３）

～ 令和７年　2月　7日

（対象者数） （回答者数）

～ 令和7年　2月　12日

（対象者数） （回答者数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
季節のイベントは継続していく。活動については、成長発達

に合わせ内容を考えて計画していく

2
定期的に面談をし、子どもの様子をより深く共有できるよう

に取り組めるよう行っていく

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

トイレ内トイレが２つあるが、仕切りがないため検討してい

く。又、食事・着脱等、一つの空間で行われる為、生活空間

を整えていきたい

2

3

○事業所名 児童発達支援事業　めだかのいっぽ

○保護者評価実施期間
令和7年　1月17日

○保護者評価有効回答数

令和7年　1月　24日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　2月　17日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・生活空間の設備が不十分でプライバシーの配慮がないこと

活動スペースを広く使えるように生活空間を大きく一つにした

が、食事・着脱などを一緒の空間でやることになってしまった

(食事をしていても近くで着替えている子が目に入る位置にい

ることになってしまった)

・活動が充実している

音楽・運動・製作・クッキング・避難訓練の他、ハロウィン、

クリスマス会等、季節に応じた行事を行っている。又、おたん

じょう会、遠足といった活動を実施していく

・親子登園を実施し、子どもの様子や保護者と共通理解を図る

ことができる

保護者が希望する日に親子登園をし、子どもの集団の中での様

子を知ってもらえる。又、身辺自立面等の情報共有を行ってい

る

事業所における自己評価総括表公表


